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１ 江別市少年指導センター概要

(1) 沿革

昭和 41 年７月 市長部局に青少年対策室を設置

42 年８月

10 月

12 月

同対策室に専任補導係を設置

同係に江別市青少年センターを設置

同センターに少年補導員を設置し、58 人に委嘱

43 年８月

11 月

同センターに専任補導員１名を配置

市長部局から教育委員会（社会教育部青少年課補導係）に所管替え

46 年９月 専任補導員２名体制

47 年４月 江別市青少年センターを江別市少年補導センターに改称

48 年４月 社会教育課青少年係に所管替え（専任指導員３名体制）

51 年４月 第１種補導センターの指定を受ける

63 年４月 専任補導員２名体制

平成 元年４月
少年補導委員を３地区（１地区 12 名）体制とする

江別市少年補導委員連絡協議会を設置

２年４月

江別市少年補導センターを江別市少年指導センターに改称（専任指導員４名体制）

少年補導委員を少年育成委員に改称

江別市少年補導委員連絡協議会を江別市少年育成委員連絡協議会に改称

７年７月 学校教育部総務課学務係にいじめ・不登校相談窓口を設置（専任指導員１名を配置）

10 年４月 いじめ・不登校相談窓口専任指導員２名体制

12 年４月
１部制に組織変更し教育部青少年課を設置

江別市少年指導センター専任指導員が生徒指導・少年育成委員・不登校等を担当

16 年４月 すぽっとケア＆ケア事業を開始（専任指導員３名体制）

18 年４月 教育部参事（少年指導・学校安全担当）に所管替え

21 年４月 学校教育支援室参事（学校教育支援担当）に所管替え（専任指導員４名体制）

22 年４月 専任指導員３名体制

26 年４月 教育委員会の付属機関として江別市青少年健全育成協議会を設置

27 年４月 学校教育支援室教育支援課に所管替え

28 年４月 専任指導員４名体制
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(2) 仕組み

ア 設置の目的

江別市少年指導センターは、青少年の健全な育成とその福祉を阻害する恐れのある

行為の未然防止及び有効適切な指導並びに指導活動を行うことを目的として、昭和 42

年 10 月に設置された。

イ 設置の根拠

江別市少年指導センター規則

ウ 主管部局

江別市教育委員会 教育部 学校教育支援室 教育支援課

エ 設置年月日

昭和 42 年 10 月１日

オ 所在地

江別市高砂町 24 番地の６

カ 少年育成委員

３地区（江別・野幌・大麻）31 名

キ 職員

所長１名・職員３名・専任指導員４名

ク 組織
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２ 江別市少年指導センター巡回指導

(1) 巡回指導について

ア 一般巡回指導

(ｱ) 専任指導員の巡回指導

火曜日から木曜日まで、午後３時から午後４時まで巡回指導を実施

(ｲ) 少年育成委員の巡回指導

火曜日から木曜日まで、午後４時から午後５時まで、地区ごとに３人体制で巡回

指導を実施

イ 特別巡回指導

(ｱ) 夜間巡回

・７月、８月に実施（地区毎に月１回）

・専任指導員１名、各地区少年育成委員３名の４名体制で、大型店舗、公園等を

午後７時から９時まで巡回

(ｲ) 市内祭典巡回

・江別神社、錦山天満宮、大麻神社の祭典に、各地区少年育成委員が、午後５時

から午後７時までと午後７時から午後９時までの２交代（各３名）で巡回

(ｳ) 特別巡回

・不審者や変質者、クマが出没した地域に特別巡回と啓発活動を実施

ウ 有害環境浄化活動

(ｱ) 北海道青少年健全育成条例に基づき、立入調査員と共に市内コンビニ店、書店、

レンタルビデオ店、カラオケボックス、ホームセンター等で有害図書、刃物販売

等の点検を実施

(ｲ) １回目：７月 17 日、22 日、23 日、24 日、30 日、31 日の６日間

２回目：11 月 20 日、21 日、26 日、27 日、28 日の５日間
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令和元年度 巡回指導活動(回数・人数)の状況

江別市少年指導センター

種別
月

回数・人数
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

専任指導員

市内指導回数 15 14 11 12 10 11 11 12 10 9 10 10 135

延 べ 人 数 15 14 11 12 10 11 11 12 10 9 10 10 135

一
般
指
導
【
育
成
委
員
】

江別地区

市内指導回数 4 4 4 3 2 0 3 3 3 3 3 3 35

延 べ 人 数 12 12 12 7 6 0 9 9 9 9 9 9 174

野幌地区

市内指導回数 3 3 3 2 2 0 3 3 3 3 3 3 31

延 べ 人 数 9 9 9 6 6 0 9 9 9 9 9 9 93

大麻地区

市内指導回数 4 4 4 3 2 0 3 3 3 3 3 3 35

延 べ 人 数 12 12 12 9 6 0 9 9 9 9 9 9 105

特
別
指
導

・夜間巡回（６）
・市内祭典（１４）
（不審者巡回）
（家出巡回）
（交通安全巡回）
※（）は日常巡回の回数に含む

指導回数 3 3 14 20

専任指導員 6 6 28 40

育成委員 9 9 26 44

指導回数 26 25 22 23 19 25 20 21 19 18 19 19 256

専任指導員（延べ人数） 15 14 11 18 16 39 11 12 10 9 10 10 175

育成委員（延べ人数） 33 33 33 31 27 26 27 27 27 27 27 27 345

種別
月

回数・人数
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

江別市指導連絡会

開催回数 1 1 1 1 1 5

出席者延べ人数 46 40 40 40 45 211

生徒指導担当教員

連絡会議

開催回数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

出席者延べ人数 16 12 13 12 13 13 14 13 13 13 13 14 159
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(2) 巡回指導の状況

ア 遊技場（イオン江別店ゲームコーナー・イオンタウンゲームコーナー）

巡回の時間帯においては、子ども達だけで遊んでいる姿は少なかったが、実際には

子ども達だけでやっているという報告を受けている。事件事故にあわないよう遊技

場のきまりについて子ども達に周知していく必要がある。

イ 店舗

（イオン江別店・イオンタウン江別・コープさっぽろ野幌店・ビッグハウス野幌店・

スーパーセンタートライアル野幌店・ラルズストア大麻駅前店・ビッグハウス大

麻店・ホクレンショップ大麻北町店・フードＤ.LISTA・ホクレンショップ元江別

店・ビッグハウス元江別店・ホーマック元江別店・コープさっぽろえべつ店・江

別蔦屋書店・ツタヤ上江別店・ケーズデンキ江別本店・ブックオフ江別店・マッ

クスバリュ上江別店・ホクレンショップゆめみ野店ほか）

同一の大型店から、中高生の店の利用について客からクレームが寄せられていると

いう報告を複数回受けた。各学校では店の利用の仕方について指導を続けているが、

巡回時を含め、子ども達の店での様子を注意深く見守り、指導する必要がある。

ウ 公園

公園内での問題行為等は特に見られなかった。

エ レンタル店（サンホームビデオ江別店・ツタヤ上江別店・ゲオ江別大麻店）

トレーディングカード対戦スペースが設けられたレンタル店があり、注意深く観察

していく必要がある。レンタル店での問題行為等は見られなかった。

オ 交通安全

自転車の二人乗りを見かけることも少なく、子ども達は交通ルールを守って行動し

ていた。自転車の単独事故報告が数件あるので、安全指導の徹底が必要である。

カ カラオケボックス・公民館・その他

（カラオケ本舗まねきねこ野幌店・みゆうじっくはうす「歌屋」江別店・カラオケ本

舗まねきねこ大麻店・江別コミュニティセンター・東野幌体育館・野幌公民館・市

民体育館・大麻公民館えぽあホール・大麻体育館ほか）

中学校数校で、子ども達だけでカラオケを利用している実態が報告されている。カ

ラオケ店を巡回し、市内小中学生のカラオケ店利用のきまりについて理解を求める

とともに喫煙・飲酒禁止の呼びかけ等の協力を依頼した。
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３ 不審者等による被害・出没件数

(1) 不審者

・令和元年度（平成 31年度）は、30件で前年度と比較して４件減少している。

・その他には、不審者に写真を撮られたなどの情報が含まれる。

(2) 不審電話

・令和元年度（平成 31年度）は不審電話なし。

小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高

4 2 1 3 0 0 3 2 1

5 3 1 3 1 0 4 4 0

6 2 1 1 3 1 0 4 9 -5

7 1 1 1 1 0 2 3 -1

8 1 1 0 0 1 1 0

9 3 1 1 1 1 5 1 1 7 2 5

10 2 1 1 1 1 2 4 0 6 3 3

11 0 0 0 0 5 -5

12 1 1 0 0 1 3 -2

1 1 1 2 0 0 2 1 1

2 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 1 -1

計 13 2 0 1 0 0 0 1 1 2 1 0 2 0 0 0 0 0 3 4 0 21 8 1 30 34 -4
前年度

計 10 1 2 1 1 0 2 0 0 1 4 4 1 0 0 1 0 0 4 0 2 20 6 8 34
前年度

比 3 1 -2 0 -1 0 -2 1 1 1 -3 -4 1 0 0 -1 0 0 -1 4 -2 1 2 -7

声かけ 後追い 追いかけ 露出 身体接触 暴力・凶器 その他 小計
月 合計

前年度

計 比較

小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高 小 中 高

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小計
備考

0

個人情報取得 いやがらせ 卑猥な言動 その他
月 合計

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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４ 子ども１１０番の家 指定状況

(1) 子ども１１０番の家の意義

子ども１１０番の家として指定を受けた一般家庭や事業所等が、身に迫った犯罪の危

険性のある児童・生徒から救助を求められた場合、又は、目撃した犯罪から逃れて駆け

込んできた場合に、警察へ通報（１１０番）するとともに、その児童・生徒の身の安全

を確保することを目的とする。

(2) 子ども１１０番の家の表示

子ども１１０番の家のパネルは表通りから見える場所に表示する。

(3) 救助を求められた場合の措置

ア １１０番通報

躊躇することなく、直ちに１１０通報マニュアルに基づき、警察へ通報する。

イ 安全確保への協力

１１０番通報してから警察官が到着するまでの間、児童・生徒の安全を確保する。

(4) その他

ア 子ども１１０番の家のパネルが汚損、劣化した場合は、江別市教育委員会少年指導

センターへ報告の上、パネルを交換する。

イ 救助を求めてきた児童・生徒の心情を理解し、秘密の保持に努める。

(5) 子ども１１０番の家指定状況（各年度末現在）

各機関・団体 指定数 年度比較（H30→R1）

平成 30 年度 令和元年度 新規 取消 増減

個人 949 905 64 108 △44

事業所 132 146 19 5 14

少年育成委員 31 30 0 1 △1

江別地区 10 10

野幌地区 9 9

大麻地区 12 11 0 1 △1

郵便局 18 18 0 0 0

江別地区 9 9

野幌地区 5 5

大麻地区 4 4

子ども１１０番の家の合計 1,130 1,099 83 114 △31

【修正版】資料１ Ｐ８

修正箇所は(5)の表
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５ 市内のレンタルビデオ店・カラオケボックス・

ゲーム場の設置状況

令和２年３月 31 日現在

(1) レンタルビデオ店

ア サンホームビデオ江別店（向ケ丘）

イ ツタヤ上江別店（上江別）

ウ ゲオ江別大麻店(大麻栄町)

(2) カラオケボックス

ア カラオケ本舗まねきねこ野幌店（野幌町）

イ みゆうじっくはうす「歌屋」江別店（野幌若葉町）

ウ カラオケ本舗まねきねこ大麻駅前店（大麻中町）

(3) ゲーム場

ア イオン江別店（幸町）

イ イオンタウン江別（野幌町）
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６ 青少年電話相談窓口一覧

◎江別市相談窓口

◎その他専門相談機関

相談窓口名 相談日 時間 電話番号
機関の名称
及び所在地

いじめ・不登校相談 月～金
10:00～
17:00

011-382-4044
江別市少年
指導センター

子ども電話相談 月～金
10:00～
17:00

011-384-7830
スクールカウンセラーによる
教育相談（要予約）

火
10:00～
12:00

教育支援課
会場：青年センター

スクールソーシャルワーカー
による相談

月～金
10:00～
17:00

011-381-1409 教育支援課

家庭児童相談 月～金
9:00～
17:00

011-381-1236
健康福祉部

子育て支援課

相談窓口名 相談日 時間 電話番号
機関の名称
及び所在地

子ども相談支援センター電話相談 毎日 24 時間

0120-3882-56
札幌市中央区
北３西７（道庁別館）

来所相談（要予約） 月～金
10:00～
16:00

北海道立教育研究所来所相談
（要予約）

月～金
10:00～
16:00

011-386-4520
江別市
文京台東町４２

石狩教育局教育相談電話 月～金
8:45～
17:30

011-221-5297
札幌市中央区
北３西７（道庁別館）

エンゼルキッズ
子ども家庭支援センター

毎日 24 時間 011-372-8341
北広島市
中央４丁目５の７

北海道警察本部少年課
少年相談１１０番

月～金
8:45～
17:30

0120-677-110
札幌市中央区
北２西７

北海道立精神保健福祉センター
こころの電話相談

月～金
9:00～
21:00

0570-064-556
札幌市白石区
本通り１６丁目
北６丁目３４土日祝

10:00～
16:00

北海道立特別支援教育センター
教育相談電話

月～金
9:00～
17:00

011-612-5030
札幌市中央区
円山西町２丁目１－１

２４時間子供ＳＯＳダイヤル 毎日 24 時間 0120-0-78310
北海道教育委員会の
相談機関に接続
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７ 江別市指導連絡会構成員（小中高校）

任期 平成 31年４月１日～令和２年３月 31 日

№ 氏名 ふりがな 学校名 学校住所

1 今田 渉 こんだ わたる 江別第一小学校 緑町西１丁目 37

2 佐藤 里美 さとう さとみ 江別第二小学校 野幌代々木町 39

3 前田 真吾 まえだ しんご 豊幌小学校 豊幌 419

4 新田 知洋 にった ともひろ 江別太小学校 朝日町 25-2

5 武田 信明 たけだ のぶあき 大麻小学校 大麻宮町２

6 五十嵐 有幸 いがらし ゆうこう 対雁小学校 見晴台 17－１

7 小野 健太郎 おの けんたろう 野幌小学校 西野幌 252

8 佐久間 淳志 さくま あつし 東野幌小学校 東野幌町 48

9 荒谷 充治 あらや みつはる 大麻東小学校 大麻東町 32

10 佐藤 恵 さとう めぐみ 大麻西小学校 大麻扇町１

11 永坂 健司 ながさか けんじ 中央小学校 向ケ丘 54

12 佐藤 昌登 さとう まさと 大麻泉小学校 大麻泉町 27

13 本吉 昭人 もとよし あきひと 野幌若葉小学校 野幌若葉町５－３

14 長岡 弘佳 ながおか ひろか 北光小学校 篠津 805－３

15 長原 洋美 ながはら ひろみ 文京台小学校 文京台 70

16 佐藤 拓也 さとう たくや いずみ野小学校 対雁 113－１

17 五十嵐 悦子 いがらし えつこ 上江別小学校 ゆめみ野南町９－３

18 竹治 義規 たけじ よしのり 江別第一中学校 上江別西町 40

19 野口 裕司 のぐち ゆうじ 江別第二中学校 野幌代々木町 53

20 入谷 修司 いりたに しゅうじ 江別第三中学校 牧場町 21

21 工藤 朋樹 くどう ともき 野幌中学校 西野幌 92－３

22 三浦 篤史 みうら あつし 大麻中学校 大麻宮町１

23 草野 正英 くさの まさひで 大麻東中学校 大麻 697

24 北條 裕 ほうじょう ゆたか 江陽中学校 萌えぎ野中央 10－２

25 石田 圭大 いしだ けいだい 中央中学校 新栄台 57

26 滝本 圭史 たきもと よしふみ
立命館慶祥中学校
・高等学校 西野幌 640

27 盛田 光則 もりた みつのり 江別高校（全） 上江別 444

28 沼田 靖生 ぬまた やすお 江別高校（定） 上江別 444

29 松浦 新 まつうら あらた 野幌高校 元野幌 740

30 立川 晴也 たちかわ はるや 大麻高校 大麻ひかり町２

31 藤島 浩二 ふじしま こうじ とわの森三愛高校 文京台緑町 569

32 水野 厚 みずの あつし 生指連会長 中央中学校校長

33 新田 元紀 にった もとき 生指連副会長 第一中学校校長

34 渡辺 圭 わたなべ けい 生指連副会長 中央中学校教頭
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８ 江別市指導連絡会構成員（関係機関等）

平成 31年４月１日～令和２年３月 31 日

№ 氏名 所属 職名 電話番号

１ 原 梢
は ら こずえ

江別警察署生活安全課 課長 382-0110

２ 小 野 景 子
お の け い こ 江別市健康福祉部

子育て支援室子育て支援課
主査 381-1236

３ 島 田 茂
し ま だ しげる

江別市教育研究所 事務局長 381-1058

４ 松 井 正 行
ま つ い ま さ ゆ き

江別市少年指導センター 所長 381-1409

５ 伊 藤 達 倫
い と う た つ の り

〃 職員 〃

６ 遠 藤 史 紀
え ん ど う ふ み の り

〃 職員 〃

７ 吉 田 美 穂
よ し だ み ほ

〃 職員 〃

８ 岡 村 慶 和
お か む ら よ し か ず

〃
専任指導員

（事故報告・不審者・巡回）
384-7830

９ 前 田 敦 志
ま え だ あ つ し

〃
専任指導員

（生徒指導・巡回報告）
〃

10 川 村 佳 広
か わ む ら よ し ひ ろ

〃
専任指導員

（不登校・適応指導教室）
〃

11 浅 野 方 伸
あ さ の ま さ の ぶ

〃
専任指導員

（不登校・適応指導教室）
〃

12 田 村 千 波
た む ら ち な み 江別市教育委員会

教育支援課

スクールソーシャル

ワーカー
〃

13 栗 田 郁 子
く り た い く こ

〃
スクールソーシャル

ワーカー
〃

14 瀧 澤 颯 大
た き ざ わ は や と

〃
スクールソーシャル

ワーカー
〃
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９ 江別市少年育成委員

平成 31 年４月１日現在

(1) 少年育成委員名簿

(2) 少年育成委員の業務

・少年の健全育成と非行防止に関すること。

・公園、商店、街頭など巡回指導、地域行事での巡回指導、夜間巡回指導。

・少年の健全育成や非行防止の研修に関すること。

(3) 少年育成委員の身分

・育成委員は、関係機関・団体及び民間協力者の中から教育委員会が任命する。

・育成委員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。

・補欠により任命された育成委員の任期は前任者の残任期間とする。

・育成委員の身分は、非常勤の職員とする。

(4) 巡回における指導の観点

・交通ルールを守っていない子はいないか。

※道路での遊び、自転車の乗り方<２人乗り>、車道を歩く、道路への飛び出し、信号

無視等

・外出時間を守らず、夜遅くまで遊んでいる子はいないか。

・駅、公園、店舗、道路、ゲーム場で喫煙・飲酒、落書き、いじめ、暴力行為等をして

いる子はいないか。

・店舗等で大声を出したり、走り回って周りの人に迷惑をかけている子はいないか。

・コンビニやス－パ－で、たむろしたり、徘徊している子はいないか。

・万引きをしている子はいないか。

地区 番号 氏名 地区 番号 氏名 地区 番号 氏名

江別

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

山田 ハル

中野 毅

高張 厳

田中 道男

大橋 義雄

飯塚 正美

畑川 順子

石黒 千誉子

佐賀 博

蔵本 あや子

野幌

１

２

３

４

５

６

７

８

９

渡並 康子

六角 克博

伊藤 幸子

山本 恵

西 俊六

寺尾 禎夫

安藤 信行

川添 幸吉

加藤 久子

大麻

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

沼田 幸恵

佐久間 辰雄

木村 孚

米本 伸司

安田 和子

川岸 聡美

吉田 和幸

久保田 廣

加藤 英樹

島田 哲

佐々木 勝俊

原田 慎二
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10 江別市少年指導センター規則

平成２年３月３１日教育委員会規則第４号

〔平成７年から各条に改正経過を注記した。〕

改正

平成 ７年７月２８日教委規則第７号

平成１８年３月２９日教委規則第６号

平成２１年３月２７日教委規則第３号

平成２７年３月３０日教委規則第３号

江別市少年指導センター規則

江別市少年補導センター設置規則（昭和５２年教育委員会規則第１１号）の全部を改正する。

（設置）

第１条 少年の育成指導に関係のある機関、団体が連絡調整を密にし、少年の健全な育成とその福

祉を阻害するおそれのある行為の防止及びそれらに関する適切な指導を行うため、江別市少年指

導センター（以下「指導センター」という。）を設置する。

（業務）

第２条 少年指導センターの業務は、次のとおりとする。

(１) 地域の指導活動等による非行防止に関すること。

(２) 非行防止に関する相談並びに助言に関すること。

(３) 非行防止のための調査研究及び情報資料の収集に関すること。

(４) 江別市少年指導センター運営協議会に関すること。

(５) その他少年の健全育成と非行防止に関すること。

一部改正〔平成７年教委規則７号〕

（少年育成委員）

第３条 前条に規定する業務を行うため、指導センターに少年育成委員（以下「育成委員」という。）

を置く。

２ 育成委員は、関係機関、団体及び民間協力者の中から教育委員会が委嘱する。

３ 育成委員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。

４ 補欠により委嘱された育成委員の任期は、前任者の残任期間とする。

５ 育成委員の身分は、非常勤の職員とする。

一部改正〔平成７年教委規則７号〕

第４条 育成委員が少年の指導に当たる場合は、教育委員会が別に定めるところにより行う

ものとする。

（職員）

第５条 指導センターに所長、職員及び専任指導員を置く。

第６条 指導センター所長には、教育委員会事務局の教育支援課長をもって充てる。

一部改正〔平成１８年教委規則６号・２１年３号〕

第７条 指導センター所長は、指導センターの業務を統轄し、所属職員を指揮監督する。

（委任）

第８条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が定める。

附 則

この規則は、平成２年４月１日から施行する。

附 則（平成７年７月２８日教委規則第７号）

この規則は、平成７年８月１日から施行する。

附 則（平成１８年３月２９日教委規則第６号）

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。

附 則（平成２１年３月２７日教委規則第３号）

この規則は、平成２１年４月１日から施行する。

附 則（平成２７年３月３０日教委規則第３号）

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。
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11 江別市指導連絡会開催要領（略称：指導連絡会）

１ 目的

学校及び関係機関等との連携を密にし、情報交換及び事例研究を通して、健全な児童生徒の育

成を目的とする。

２ 事務局

指導連絡会の事務局を江別市教育委員会に置き、少年指導センターが担当する。

３ 構成員

指導連絡会の構成員は、次の者で構成する。

（１）所長(江別市少年指導センタ－) 及び職員

（２）江別市少年指導センター専任指導員

（３）江別市教育委員会が委嘱した小学校、中学校及び高等学校の生徒指導を担当する教員

（４）江別警察署生活安全課職員

（５）江別市子育て支援課職員

（６）江別市教育研究所事務局員

（７）その他、江別市教育委員会が必要と認める者

４ 会議

会議は、所長(江別市少年指導センタ－)が概ね２ヶ月に１回招集する。

５ 内容

会議の内容は、次の通りとする。

（１）児童生徒の問題行動に関する情報交換

（２）事例研究

（３）市内祭典行事等の特別巡回指導計画

（４）その他必要と認める事項

６ その他

会議の内容については、構成員が属する所属長に報告することを除き、他に漏らしてはならな

い。

附 則

この要領は、平成１２年４月１日から施行する
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12 江別市生徒指導担当教員連絡会設置要綱

（名称）

第１条 本会は江別市生徒指導担当教員連絡会（以下「生担連」という)と称する。

（事務局）

第２条 生担連の事務所を江別市教育委員会事務局に置き、所轄は教育委員会少年指導センタ－と

する。

（目的）

第３条 江別市における生徒の生活面の実態を把握し、望ましい成長を促すと共にそれを阻害する

問題を早期に発見し、予防と治療について連絡協議し、関係機関との連携のもとに活動を推進す

ることを目的とする。

（活動内容）

第４条 前項の目的を達成するために、次の活動を行う。

(1) 生徒の生活上の実態、傾向についての情報交換と分析。

(2) 市内の校外諸地域の実態把握の活動。

(3) 事例研究と研修活動の充実。

(4) 指導活動の計画と実施。

(5) 関係機関団体等との情報交換及び連絡調整(警察・保健福祉部･児童相談所・生指連・少年指

導センター）

（組織）

第５条 各中学校の校務分掌上、生徒指導の中心となる教員で学校長の推薦による者を教育委員会

が委嘱する。

２ 教育委員会事務局から少年指導センター所長、職員及び専任指導員が構成員として加わる。

（会長）

第６条 江別市教育研究会の特別委員会である江別市生徒指導連絡協議会の事務局長が会長にあ

たる。会長は、会を運営し会務を総括し生担連を代表する。

（会議）

第７条 会議は会長が招集し、原則として、あらかじめ決められた月１回の木曜日午後１時３０分

から午後５時までとする。

（任期）

第８条 会長・生徒指導担当教員の任期は、１年とする。ただし、再任は妨げない。

２ 補欠により委嘱された生徒指導担当教員の任期は、前任者の残任期間とする。

（ブロック編成）

第９条 各中学校の小学校とのブロック編成をして、小中学校間の連絡を取り、市内児童生徒の健

全育成と非行防止に努める。

（庶務）

第10条 生担連の庶務は、教育委員会の少年指導センタ－で行う。

（補則）

第11条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は教育長が定める。

附 則

この要綱は、昭和５７年 ４月１０日から施行する。

昭和５９年 ４月 １日から施行する。

平成 元年 ４月 １日から施行する。

平成 ２年 ４月 １日から施行する。

平成 ４年 ４月 １日から施行する。

平成 ８年 ４月 １日から施行する。

平成１２年 ４月 １日から施行する。
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13 江別市青少年健全育成協議会条例
（設置）
第１条 青少年の健全な育成を図るため、江別市青少年健全育成協議会（以下「協議会」という。）

を置く。
（所掌事務）
第２条 協議会は、次に掲げる事務を処理するものとする。
(１) 青少年の健全な育成に関し必要な事項を調査審議すること。
(２) いじめの防止等に関し関係機関及び団体の連携を図ること。
(３) 前２号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める事項に関すること。

（組織）
第３条 協議会は、委員16人以内をもって組織する。
２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱し、又は任命する。
(１) 青少年問題に関する学識経験を有する者
(２) 青少年の健全育成活動に関する団体の代表者
(３) 関係行政機関の職員
(４) 公募による者

（任期等）
第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前

任者の残任期間とする。
２ 委員は、再任されることができる。
（会長及び副会長）
第５条 協議会に会長及び副会長各１人を置く。
２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。
３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。
（会議）
第６条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。
２ 会長は、会議の議長となる。
３ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。
４ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。
（意見の聴取等）
第７条 協議会は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求めてその意見若し

くは説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。
（部会）
第８条 協議会は、部会を置くことができる。
２ 部会に属すべき委員は、会長が指名する。
３ 部会に部会長を置き、当該部会に属する委員のうちから会長の指名する委員をもって充てる。
４ 部会長は、部会の事務を掌理する。
５ 部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指名する者が、

その職務を代理する。
（庶務）
第９条 協議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。
（委任）
第10条 この条例に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って

定める。
附 則

（施行期日）
１ この条例は、平成２６年４月１日から施行する。
（江別市青少年問題協議会条例の廃止）
２ 江別市青少年問題協議会条例（昭和44年条例第12号）は、廃止する。
附 則（令和２年３月２７日条例第１７号）
（施行期日）
１ この条例は、令和２年６月２９日から施行する。
（準備行為）
２ この条例による改正後の第３条第２項の規定による委員の委嘱に関し必要な行為は、この条例

の施行の日前においても行うことができる。
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14 江別市いじめ防止対策審議会条例
（設置）
第１条 いじめ防止対策推進法（平成２５年法律第７１号。以下「法」という。）第１４条第３項

及び第２８条第１項の規定に基づき、江別市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の附属
機関として、江別市いじめ防止対策審議会（以下「審議会」という。）を置く。

（所掌事務）
第２条 審議会は、教育委員会の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査審議する。
(１) 法第１４条第３項に規定する地域におけるいじめの防止等のための対策に関すること。
(２) 法第２８条第１項に規定する重大事態に係る事実関係の調査に関すること。
（組織）
第３条 審議会は、委員５人以内をもって組織する。
２ 委員は、学識経験を有する者その他教育委員会が適当と認める者のうちから、教育委員会が委

嘱する。
（任期等）
第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前

任者の残任期間とする。
２ 委員は、再任されることができる。
（会長及び副会長）
第５条 審議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によりこれらを定める。
２ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理

する。
（会議）
第６条 審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。
２ 会長は、会議の議長となる。
３ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。
４ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
５ 調査審議する事項について特別の利害関係を有する委員は、その議事に参与することができな

い。
（意見の聴取等）
第７条 審議会は、第２条に規定する所掌事務を遂行するため必要と認めるときは、委員以外の者

に対し、会議への出席を求め、意見若しくは説明を聴取し、又は資料の提出を求めることができ
る。

（秘密の保持）
第８条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とする。
２ 前条の規定による求めに応じて会議に出席した者は、会議において知り得た秘密を漏らしては

ならない。
（庶務）
第９条 審議会の庶務は、教育委員会教育部において処理する。
（委任）
第10条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会に諮って

定める。
附 則
（施行期日）
１ この条例は、平成３０年１０月１日から施行する。
（会議の招集の特例）
２ この条例による最初の会議は、第６条第１項の規定にかかわらず、教育委員会が招集する。
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１ 不登校の実態と対応
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・教育相談・来庁等相談・電話相談の件数 〈表 16〉 ・・・32
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１ 不登校の実態と対応

＜不登校児童生徒とは＞

文部科学省は、「何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因や背景により登

校しない、あるいは登校したくともできない状況にあるために年間 30 日以上欠席した者

のうち、病気や経済的な理由による者を除いたもの」と定義している。

＜表１＞

◇不登校児童生徒数と在籍率

＜表２＞

◇学年別不登校児童生徒数（人）

＜表３＞

◇不登校の態様（人）

年度 人数／在籍比 小学校 中学校 合計

H29 年度
人数（人） 22 97 119

在籍率（％） 0.39 3.13 1.36

H30 年度
人数（人） 32 136 168

在籍率（％） 0.56 4.57 1.94

R 元年度
人数（人） 30 144 174

在籍率（％） 0.53 4.89 2.03

年度
小学校 中学校

合計
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計 1 年 2 年 3 年 計

H29 年度 0 0 4 5 6 7 22 27 41 29 97 119

H30 年度 1 2 3 8 6 12 32 36 44 56 136 168

R 元年度 2 2 0 6 11 9 30 34 55 55 144 174

区分
H29 年度 H30 年度 R 元年度

小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計

学 校 に お け る 人 間 関 係 1 3 4 3 7 10 2 16 18

あ そ び ・ 非 行 型 0 0 0 0 0 0 0 2 2

無 気 力 型 の 傾 向 8 30 38 8 48 56 6 31 37

不 安 の 傾 向 9 44 53 13 57 70 12 57 69

そ の 他 4 20 24 8 24 32 10 38 48

合計 22 97 119 32 136 168 30 144 174
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＜表４＞

◇不登校児童生徒への指導結果状況（人）

＜表５＞

◇相談・指導を受けた学校外の機関等（人）※複数回答

※（）内の数字は、指導要録上、出席扱いとした人数（内数）

※①、④、⑥は、平成 29 年度以降調査項目として追加

区分
H29 年度 H30 年度 R 元年度

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

①指導の結果、登校する又はできるように
なった児童生徒

3 23 16 8 13 15

②指導中の児童生徒
（うち、登校に至らないものの、好ましい

変化がみられるようになった児童生徒）

19

(7)

74

(17)

16

(5)

128

(33)

17

(3)

129

(18)

合計 22 97 32 136 30 144

区分
H29 年度 H30 年度 R 元年度

小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計

①教育支援センター（適応指
導教室すぽっとケア）

7

(3)

28

(24)

35

(27)

10

(10)

43

(43)

53

(53)

1

(0)

54

(54)

55

(54)

②教育委員会及び教育セン
ター等の教育委員会所管
の機関 ※①を除く

11

(1)

6

(4)

17

(9)

14

(6)

16

(0)

30

(6)

18

(4)

20

(1)

38

(5)

③児童相談所、福祉事務所
1

(0)

2

(0)

3

(0)

1

(1)

2

(2)

3

(3)

0

(0)

3

(2)

3

(2)

④保健所、精神保健福祉セ
ンター

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

⑤病院、診療所
4

(0)

8

(0)

12

(0)

3

(0)

8

(0)

11

(0)

4

(0)

13

(0)

17

(0)

⑥民間団体、民間施設
2

(0)

1

(0)

3

(0)

2

(1)

1

(0)

3

(1)

2

(0)

0

(0)

2

(0)

⑦上記以外の機関等
2

(0)

1

(0)

3

(0)

4

(0)

0

(0)

4

(0)

2

(0)

0

(0)

2

(0)
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＜表６＞

◇指導の結果、登校する又は登校できるようになった児童生徒に特に効果のあった学校の

措置（校）

※複数回答

区分
H29 年度 H30 年度 R 元年度

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

①不登校の問題について、校内研修会や事例研究会

を通じて全教師の共通理解を図った。
3 15 13 8 13 8

②全ての教師が該当児童生徒にふれあいを多くする

などして学校全体で指導にあたった。
1 9 3 12 3 12

③教育相談担当の教員が専門的に指導にあたった。 2 5 5 0 5 0

④養護教諭が専門的に指導にあたった。 2 2 16 18 16 18

⑤スクールカウンセラー、心の教室相談員等が専門

的に指導にあたった。
3 2 18 38 18 38

⑥友人関係を改善するための指導を行った。 1 6 2 2 2 2

⑦教師とのふれあいを多くするなど、教師との関係改

善に努めた。
0 6 0 1 0 1

⑧授業方法の改善や個別指導を行うなど、授業がわ

かるようにする工夫を行った。
1 0 1 0 1 0

⑨様々な活動の場面において、意識を持って活動で

きる場を用意した。
2 8 2 2 2 2

⑩保健室等の特別の場所に登校させて指導にあたっ

た。
2 7 2 2 2 2

⑪登校を促すために、電話をかけたり、迎えに行った

りするなどの取り組みを行った。
2 10 4 6 4 6

⑫家庭訪問を行い、学業や生活面での相談に乗るな

ど、様々な指導や援助を行った。
1 17 4 5 4 5

⑬保護者の協力を求めて、家庭関係や家庭生活の改

善を図った。
2 8 10 13 10 13

⑭教育相談センター等の相談機関と連携して指導に

あたった。
2 5 5 0 5 0

⑮病院等の医療機関と連携して指導にあたった。 1 0 0 0 0 0

⑯その他 0 0 0 0 0 0
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２ 不登校対策事業の取組

支援の基本姿勢 学校に行きたくても 行けない子のために

【すぽっとケア】

●保護者との教育相談を進めながら困り感の解消に努めます。

●教育相談や様々な活動を通して、基本的な生活習慣や学習について支援や指導を行います。

●お子さんの心に沿って相談し、不安や悩みの解消を図ります。

【ケア事業】

●子ども達と一緒に活動しながら、自立できるように支援します。

●スポーツや文化活動・体験活動等を行い興味・関心を広げます。

●集団での活動をとおして良好な対人関係の向上を目指します。

●学校と連携しながら、お子さんが登校できるように支援します。

１ 活 動 場 所

☆江別市青年センター（緑町西 2-11） ☆江別市情報図書館（野幌末広町 7）

２ 活 動 時 期

☆実 施 回 数 ～ 週３回（火・水・木）実施

※（学校の長期休業期間祝日、閉館日、年末年始を除く）

すぽっとケア 週に３回実施（すぽっと読書、ケア事業に代わる場合あり）

すぽっと読書 月に２回程度実施

ケ ア 事 業 月に１回程度（年間 8～10 回）実施

☆活 動 時 間 ～ 概ね 10:00～12:00

３ 支 援 体 制

☆教育支援課の専任指導員、専任相談員で支援を行います。

４ 活 動 内 容

【すぽっとケア】

【ケア事業】

◇具体的な実施内容としては、教科学習（国語、算数・数学の基礎的な学習）、各種スポーツ

（卓球、グリーンボール、ウォーキング等）、制作・体験活動（陶芸、紙工作、調理実習、

施設見学、散策、集団ゲーム等）の活動を組み合わせて行います。

★個 別 学 習 ～子ども自身が立てた計画に従って活動を行い、指導員は一緒に活

動したり、必要に応じて指導・助言をしたりします。

★集団活動・交流活動 ～集団でゲームや軽運動（グリーンボール、卓球等）を行い、コミ

ュニケーションの向上を図り、集団への適応を拡大・促進させ、

対人関係の持ち方等を学びます。

★訪 問 支 援 ～「すぽっとケア」へ通うことの出来ない子どもに対して、家庭訪

問を行い、コミュニケーションを図りながら相談活動や学習を支

援します。

★学 校 訪 問 ～学校との情報交流の場として学校訪問を実施します。入級後の支

援を協議したり、子どもの変化等について情報交換を行ったりし

ます。

★体 験 活 動 ～多様な活動を通じて、体験不足を補い、新しいものに挑戦する力

や興味関心の幅を広げます。

すぽっとケア＆ケア事業での活動
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令和元年度 すぽっとケア・ケア事業 実施状況

No. 月 日 曜 内容 場所 参加児童
生徒数

No. 月 日 曜 内 容 場 所 参加児童
生徒数

1

4

16 火 13 32

7

2 火 17

2 17 水 11 33 3 水 16

3 18 木 10 34 4 木 14

4 23 火 9 35 9 火 18

5 24 水 読書活動 1 情報図書館 7 36 10 水 19

6 25 木 読書活動 2 情報図書館 5 37 11 木 ケア事業 3 青年センター 14

7

5

7 火 5 38 16 火 18

8 8 水 7 39 17 水 読書活動 7 情報図書館 16

9 9 木 9 40 18 木 読書活動 8 情報図書館 19

10 14 火 9 41 23 火 食育 2 えみくる 12

11 15 水 9 42 24 水 16

12 16 木 ケア事業 1 埋蔵文化
センター 9 43 25 木 15

13 21 火 12 44 26 金 夏期学習会 青年センター 10

14 22 水 読書活動 3 情報図書館 12 45 29 月 夏期学習会 青年センター 6

15 23 木 読書活動 4 情報図書館 13 46 30 火 夏期学習会 青年センター 5

16 28 火 12 47 31 水 夏期学習会 青年センター 8

17 29 水 14 48

8

1 木 夏期学習会 青年センター 8

18 30 木 12 49 20 火 6

19

6

4 火 13 50 21 水 12

20 5 水 13 51 22 木 ケア事業 4 青年センター 12

21 6 木 13 52 27 火 14

22 7 金 食育 1 えみくる 8 53 28 水 読書活動 9 情報図書館 20

23 11 火 14 54 29 木 読書活動 10 情報図書館 23

24 12 水 12 55

9

3 火 19

25 13 木 16 56 4 水 18

26 18 火 15 57 5 木 7

27 19 水 12 58 11 水 16

28 20 木 15 59 12 木 14

29 25 火 ケア事業 2 青年センター 12 60 19 木 ケア事業 5 青年センター 20

30 26 水 読書活動 5 情報図書館 17 61 24 火 食育 3 えみくる 19

31 27 木 読書活動 6 情報図書館 18 62 25 水 読書活動 11 情報図書館 21

63 26 木 読書活動 12 情報図書館 25
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No. 月 日 曜 内 容 場 所 参加児童
生徒数 No. 月 日 曜 内 容 場 所 参加児童

生徒数

64

10

1 火 26 96

12

17 火 24

65 2 水 22 97 18 水 読書活動 17 情報図書館 27

66 3 木 19 98 19 木 読書活動 18 情報図書館 22

67 8 火 17 99 24 火 21

68 9 水 18 100 25 水 冬期学習会 青年センター 19

69 10 木 13 101 26 木 冬期学習会 青年センター 13

70 15 火 23 102 27 金 冬期学習会 青年センター 10

71 16 水 19 103

1

15 水 19

72 17 木 ケア事業 6 とわの森
高校通信 15 104 16 木 18

73 23 水 読書活動 13 情報図書館 20 105 21 火 27

74 24 木 読書活動 14 情報図書館 20 106 22 水 読書活動 19 情報図書館 23

75 29 火 25 107 23 木 読書活動 20 情報図書館 25

76 30 水 22 108 28 火 ケア事業 8 えみくる 22

77 31 木 22 109 29 水 24

78

11

5 火 24 110 30 木 24

79 6 水 22 111

2

4 火 19

80 7 木 9 112 5 水 17

81 12 火 23 113 6 木 24

82 13 水 24 114 7 金 管内百人
一首大会

北広島市
中央公民館 12

83 14 木 25 115 12 水 25

84 19 火 22 116 13 木 28

85 20 水 読書活動 15 情報図書館 24 117 18 火 15

86 21 木 読書活動 16 情報図書館 23 118 19 水 読書活動 21 情報図書館 22

87 26 火 24 119 20 木 読書活動 22 情報図書館 22

88 27 水 23 120 25 火 15

89

28 木

ケア事業 7

野幌公民館

22 121 26 水 15

保護者懇談会 保護者 11 - 27 木

新型コロナ感染症対策により
市内一斉臨時休校のため中止

90

12

3 火 26 -

3

3 火

91 4 水 24 - 4 水

92 5 木 21 - 5 木

93 10 火 24 - 19 木

94 11 水 21

95 12 木 24
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ケア事業の実施内容

その他体験活動・事業

月日（曜） 場所 内容

参加者数（人）

中学生 小学生 保護者 ｽﾀｯﾌ

1 5 月 16 日(木) 北海道立埋蔵文化財センター

展示室探検ラリー、バックヤードツアー
ミニ土器づくり

講師 埋蔵文化財センター
坂本 尚史 氏

9 0 1 6

2 6 月 25 日(火) 青年センター 調理実習室

料理教室① 災害時でもできる“炊飯術”

講師 すぽっとケア専任指導員
浅野 方伸 氏

12 0 1 7

3 7 月 11 日(木) 青年センター 音楽室

百人一首

講師 江盛かるた倶楽部
会長 水野 健二 氏、他

13 0 1 8

4 8 月 22 日(木) 青年センター 体育館
スポレク～室内ペタンク

講師 江別市スポーツ推進委員３名
12 0 0 6

5 9 月 19 日(木) 青年センター 音楽室

室内レク

講師 すぽっとケア専任指導員
浅野 方伸 氏

18 0 0 4

6 10 月 17 日(木) とわの森三愛高等学校
学校説明 増廣 健太 教諭
授業参観 久保木 崇 教頭
施設見学

15 0 11 6

7 11 月 28 日(木) 野幌公民館 調理実習室

料理教室② 「丼物を作ろう！」

講師 おとうさんの料理教室などを主催
石田 武史 氏

22 0 8 5

8 1 月 28 日(火) 都市と農村の交流センター
「えみくる」

もちつき

講師 すぽっとケア専任指導員
22 0 6 8

9 3 月 19 日(木)
都市と農村の交流センター

「えみくる」 お別れ会
新型コロナ感染症対策により

市内一斉臨時休校のため中止

月日（曜） 場所 内容

参加者数（人）

中学生 小学生 保護者 ｽﾀｯﾌ

1 6 月 7 日(金)
都市と農村の交流センター

「えみくる」
食育体験①

作物定植 8 0 1 5

2 7 月 23 日(火) 都市と農村の交流センター
「えみくる」

食育体験②
草取り作業 12 0 0 7

3 9 月 24 日(火)
都市と農村の交流センター

「えみくる」
食育体験③

収穫体験 19 0 0 7

4 11 月 28 日(木) 野幌公民館 会議室 保護者懇談会 11 3

5 2 月 7 日(金) 北広島市中央公民館
石狩管内適応指導教室交流会
百人一首大会 12 0 1 2
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令和元年度 すぽっとケア（訪問支援）

種別 実施年月
訪問支援

児童生徒
場所 内容 訪問者 備考

訪問 H31. 4.11(木) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

入級相談、母子面談
専任指導員

訪問 H31. 4.22(月) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

本人理解、母子面談

専任指導員

ＳＳＷ

訪問 R 元. 5.15(水) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

本人理解、母子相談
専任指導員

訪問 R 元. 6.18(火) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談、進路相談
専任指導員

訪問 R 元. 7.31(水) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談、進路相談
専任指導員

訪問 R 元. 8.21(火) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談、進路相談
専任指導員

訪問 R 元. 9. 3(火) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談、進路相談
専任指導員

訪問 R 元. 9.26(木) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談、進路相談
専任指導員

訪問 R 元.10.23(水) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談、進路相談
専任指導員

訪問 R 元.11.27(水) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談、進路相談
専任指導員

訪問 R 元.12.18(水) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談、進路相談
専任指導員

訪問 R 2. 2. 5(水) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談、進路相談
専任指導員

訪問 R 2. 3.10(火) 中 3 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談、進路相談
専任指導員

訪問 R 2. 3.17(火) 小１ 自宅
訪問支援（教育相談）

母子面談

専任指導員 2 名

ＳＳＷ

訪問支援生徒数 延べ 14 名
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＜表７＞
◇不登校対策事業実施回数

＜表８＞
◇すぽっとケア参加人数（人）

（ ）は訪問支援児童生徒の別掲

＜表９＞
◇ケア事業参加人数（人）

すぽっとケア ケア事業
備 考

実施曜日 回数 実施曜日 回数

H29 年度
火曜日
水曜日
木曜日

108 随時 8 新たに「ヨガ教室」を２回実施

H30 年度
火曜日
水曜日
木曜日

115 随時 7 9/6 震災のためケア事業中止

R 元年度
火曜日
水曜日
木曜日

113 随時 8 2/27 以降事業休止

参加児童生徒 参観者・実習等

小学生 中学生 合計 関係機関 保護者

H29 年度
実参加人数 8 38 46

H30 年度
実参加人数

5 65 70

R 元年度
実参加人数 4 70 74

H29 年度
延参加人数

127
(15)

1,037
(62)

1,164
(77) 小中学校 8 133

H30 年度
延参加人数

39
(2)

1,862
(35)

1,901
(37)

市教委 12、学校 11
実習生 18、講師 10
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 26、他 43

220

R 元年度
延参加人数 7

2,004
（14）

2,011
(14)

市教委 12、学校 10
実習生 20、講師 5
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 44、他 18

247

H29 年度
１教室平均 1.18 9.60 10.78

H30 年度
１教室平均 0.34 16.19 16.53

R 元年度
１教室平均

0.06 17.73 17.80

参加児童生徒 参加保護者
合計

小学生 中学生 計 小学生 中学生 計

H29 年度
実参加数

4 20 24

H30 年度
実参加数

4 37 41 4 24 28 69

R 元年度
実参加人数

0 43 43 0 18 18 61

H29 年度
延参加数

15 78 93

H30 年度
延参加数

7 99 106 6 43 49 155

R 元年度
延参加人数

0 174 174 0 29 29 203

H29 年度
１教室平均

1.88 9.75 11.63

H30 年度
１教室平均

1.00 14.14 15.14 0.86 6.14 7.00 22.14

R 元年度
１教室平均

0.00 21.75 21.75 0.00 3.63 3.63 25.38

【修正版】資料１ Ｐ28

修正箇所は下線部
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３ いじめの実態と対応

＜いじめの定義について＞

いじめとは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等

当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影

響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、

当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

【いじめ防止対策推進法第２条】

＜基本理念＞

いじめ防止等のための対策は、いじめが全ての児童等に関する問題であるこ

とに鑑み、児童等が安心して学習その他の活動に取組むことができるよう、学

校の内外を問わずいじめが行われなくなるようにすることを旨として行われ

なければならない。【いじめ防止対策推進法第３条】

＜表 10＞
◇いじめの認知学校数及び認知件数

＜表 11＞
◇学年別いじめ認知件数（件）

年度 区分 認知学校数（人） 認知件数（件）

H29 年度

小学校（18 校） 5 30

中学校（ 8 校） 6 35

合計 （26 校） 11 65

H 30 年度

小学校（17 校） 9 339

中学校（ 8 校） 7 97

合計 （25 校） 16 436

R 元年度

小学校（17 校） 12 518

中学校（ 8 校） 7 118

合計 （25 校） 19 636

年度
小学校

計
中学校

計 合計
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 1 年 2 年 3 年

H29 年度 3 2 8 7 7 3 30 16 10 9 35 65

H30 年度 28 104 61 60 39 47 339 51 35 11 97 436

R 元年度 86 144 106 80 54 48 518 63 33 22 118 636
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＜表 12＞
◇いじめの態様（件）※複数回答

＜表 13＞
◇ いじめの解消状況（件）

＜表 14＞
◇いじめ発見のきっかけ（件）※複数回答

年度

区分

H29 年度 H30 年度 R 元年度

小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計

悪 口 、 脅 し 、 冷 や か し 23 31 54 173 75 248 275 91 366

仲 間 外 し ・ 無 視 0 0 0 53 12 65 131 18 149

軽 く ぶ つ か る 、 叩 く 2 4 6 98 15 113 178 13 191

暴 力 を 振 る う 0 0 0 10 2 12 50 4 54

た か り ・ 金 銭 要 求 0 0 0 0 0 0 5 0 5

持 ち 物 隠 し 10 2 12 31 5 36 29 7 36

嫌 な こ と を さ せ ら れ る 0 0 0 14 0 14 20 6 26

メ ー ル 等 で 誹 謗 中 傷 0 1 1 0 9 9 5 13 18

そ の 他 0 0 0 1 1 2 47 9 56

合 計 35 38 73 380 119 499 740 161 901

年度

区分

H29 年度 H30 年度 R 元年度

小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計

解消している 30 35 65 265 75 340 517 118 635

解消に向けて取り組み中 0 0 0 74 22 96 1 0 1

合 計 30 35 65 339 97 436 518 118 636

年度

区分

H29 年度 H30 年度 R 元年度

小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計 小学校 中学校 合計

担 任 教 師 が 発 見 2 2 4 5 0 5 12 2 14

他 の 教 師 か ら の 情 報 0 2 2 0 0 0 0 0 0

養 護 教 諭 か ら の 情 報 0 0 0 1 0 1 1 0 1

スクールカウンセラ－、心の教室相談員 2 0 2 0 0 0 0 0 0

ア ン ケ ー ト で 発 見 19 25 44 269 78 347 484 98 582

いじめられた児童生徒からの訴え 7 6 13 10 14 24 6 12 18

いじめられた本人の保護者からの訴え 2 3 5 5 4 9 9 5 14

他の児童生徒からの訴え 0 0 0 1 1 2 3 1 4

他の 保護者からの訴え 2 0 2 1 1 2 1 0 1

地 域 、 住 民 か ら の 訴 え 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育センター等関係機関からの訴え 1 0 1 0 0 0 1 0 1

そ の 他 0 0 0 0 0 0 1 0 1

合 計 35 38 73 292 98 390 518 118 636
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＜表 15＞
◇学校のいじめ問題に対する日常の取組（校）※複数回答

年度

区分

R 元年度

小学校 中学校 合計

①－１

職員会議等を通じて、いじめの問題について教職員間で共通理解を図った。
17 8 25

①－２

いじめの問題に関する校内研修会を実施した。
16 7 23

②

道徳や学級活動の時間にいじめにかかわる問題を取り上げ、指導を行った。
17 8 25

③

児童・生徒会活動等を通じて、いじめの問題を考えさせたり、児童・生徒同士の人
間関係や仲間作りを促進したりした。

16 8 24

④

スクールカウンセラー、相談員、養護教諭を積極的に活用して教育相談体制の充
実を図った。

17 8 25

⑤

教育相談の実施について、学校以外の相談窓口の周知や広報の徹底を図った。
16 8 24

⑥

学校いじめ防止基本方針をホームページに公表するなど、保護者や地域住民に
周知し、理解を得るよう努めた。

16 7 23

⑦

ＰＴＡなど地域の関係団体等とともに、いじめの問題について協議する機会を設
けた。

13 7 20

⑧

いじめの問題に対し、警察署や児童相談所など地域の関係機関と連携協力した
対応を図った。

9 4 13

⑨

インターネットを通じて行われるいじめの防止及び効果的な対処のための啓発活
動を実施した。

16 8 24

⑩

学校いじめ防止基本方針が学校の実情に即して機能しているか点検し、必要に
応じて見直しを行った。

16 7 23

⑪

いじめ防止対策推進法第 22 条に基づく、いじめ防止等の対策のための組織を招
集した。

17 8 25
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＜表 16＞
◇教育相談・来庁等相談・電話相談の件数（件）

江別市少年指導センター

月
教育相談 来庁等相談 電話相談 心のダイレクトメール

いじめ 不登校 その他 いじめ 不登校 その他 いじめ 不登校 その他 いじめ 不登校 その他

4 0 1 0 0 4 0 0 4 0 0 0 0

5 0 0 0 0 11 0 0 1 0 0 0 0

6 0 0 0 0 2 1 0 3 2 4 0 6

7 0 0 0 0 9 0 0 1 1 0 0 0

8 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

9 0 1 0 0 6 0 0 1 0 1 0 0

10 0 1 0 0 7 0 1 2 2 0 0 0

11 0 1 0 0 6 0 1 3 2 0 0 0

12 0 0 0 0 4 1 0 4 1 0 0 0

1 0 1 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0

2 0 4 0 0 0 1 0 1 3 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

R 元年度

合 計
0 10 0 0 53 3 3 20 12 5 0 6

H30年度

合 計
0 31 23 0 30 3 4 13 9 0 0 4

増 減 0 -21 -23 0 +23 0 -1 +7 +3 +5 0 +2
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資料

家庭児童相談の概要

１－１ 平成 29 年度～令和元年度 経路別相談件数 ・・・34

１－２ 平成 29 年度～令和元年度 内容別相談件数 ・・・35

１－３ 平成 29 年度～令和元年度 年齢別相談件数 ・・・35

２ 令和元年度 年齢内容別相談件数 ・・・36

非行少年等の概況（平成 31 年１月～令和元年 12 月）

１ 犯罪件数（江別警察署管内） ・・・37

２ 補導件数（江別警察署管内） ・・・37
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非行少年等の概況（平成 31 年１月～令和元年 12 月）

１ 犯罪件数（江別警察署管内）

２ 補導件数（江別警察署管内）

検挙
総数

検挙
人数

成人 少年 触法

重要犯罪 6 5 4 1 中 名 高 名 大 1 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

空き巣 2 2 2 中 名 高 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

忍び込み 5 3 3 中 名 高 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

学校荒らし 中 名 高 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

侵入その他 3 中 名 高 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

自動車盗 4 1 1 中 名 高 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

オートバイ盗 1 1 1 中 名 高 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

自転車盗 136 10 5 5 中 名 高 2 名 大 3 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

ひったくり 中 名 高 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

万引き 62 55 41 14 中 2 名 高 5 名 大 名 有 3 名 無 1 名
そ

の

他
1 名 2

車上ねらい 41 中 名 高 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

非侵入その他 38 4 3 1 中 名 高 1 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

暴　行 29 33 28 5 中 名 高 名 大 名 有 1 名 無 1 名
そ

の

他
名 3

傷　害 8 9 7 2 中 名 高 名 大 名 有 2 名 無 名
そ

の

他
名

粗暴犯その他 3 3 3 中 名 高 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

占有物横領 8 13 4 9 中 名 高 2 名 大 2 名 有 名 無 名
そ

の

他
1 名 4

住居侵入 6 4 1 3 中 名 高 名 大 名 有 2 名 無 1 名
そ

の

他
名

器物損壊 41 8 3 5 中 名 高 名 大 名 有 3 名 無 名
そ

の

他
1 名 1

銃刀法 1 1 1 中 名 高 名 大 名 有 名 無 名
そ

の

他
名

その他 89 22 15 7 中 1 名 高 3 名 大 1 名 有 1 名 無 名
そ

の

他
1 名

総合計 483 174 122 52

学識別

小
学
生

中
学
生

１８歳
～

１９歳

飲　酒 21

喫　煙 16

深夜徘徊 3 4

不健全交友

その他 16 53 3

合　計 16 56 448 41 48 69

合計

202 78 22 2 20

1

96 21 4 2 41 43 9

1 1

3 1 7

55 49 3 4 47

24 5 6 2 8

１３歳
以下

１４歳
～

１５歳

１６歳
～

１７歳

26 2 16 5 3 5

高
校
生

大
学
生

そ
の
他

学
生

有
職
少
年

無
職
少
年

学識別 年齢別
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